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双趣目短角群アブ科九6α"趣ｅの雌成虫は，放牧中の牛，馬，緬羊，山羊などの家畜類を刺岐

吸血する他，極々の疾病の伝播2'８．１１．１４''8,19‘20）に関与している。放牧牛で問題にされるのは，夏

季における泌乳量の低下や発育の停滞といった吸血それ自体による直接的影響の他，家畜の心理的

悪影響は決して軽視することはできない。

近年，愛媛大学農学部附属農場（北条市八反地）は[件の放牧を開始し，数年を経過したが，ア

ブ類の飛来吸血の害に苦慮している。アブ類の発生状況は，気温，降水量，日照，風速などの気象

条件や，生息霞境選好性といった地理的，地形的条件に左右されやすく，地域的に特異なものとな

っていて，その生態は多様である1.5'錘◎

本報告は，当附属農場におけるアブ議(D発生状況を調査し，畜産害虫としてのアブ類を防除する

ための適切な対策をたてる基礎資料を得るため，季節的および日周活動につしTて調査したものである。

調査場所および期間

調査場所は図－１，図－２に示すような放牧地および畜舎である。放牧地は八竹山（標高９１和）

と呼ばれる山腹で，面積は３．６７haである。この放牧地は７つの牧区に区切られ，放牧牛は２～４

日で牧区を移動する輪換放牧形式をとっている。また，放牧地の周囲は西部が竹林に，東北部がミ

カン畑に，南部力狩水池に隣接している。一方，畜舎は放牧地から南西約400加離れた場所にあり，

その周囲は果樹園および読菜畑である。なお，放牧牛数と畜舎繋牧牛数はそれぞれ１６頭および１０

頭で，品種ぱすべて黒毛和種である。調査期間は，季節的活動については１９８２年４月下旬から１０
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から午後５時まで行った。
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誘引によるトラップ法と，
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り各１台設置した。トラップＡは，放牧方法が輪換放牧形式であるにもかかわらず，放牧地の地理

的理由から常時同一場所に設置した。畜体はらい取り法は，調査日の午後１時から午後２時までの

１時間，同一の成牛１頭を他の放牧牛から１０，７m以上離して繋牧し，飛来寄生するアブ類を直径４２

ｃｍIの捕虫網を用いて捕集した。この際同一成牛を用いたのはアブ類の襲来力家畜の品種，個体ｊ体
－１２）21）

臭および毛色の濃淡などに関係があるとした阿部ら'），早ⅡIら，佐野らの報告があるためであ

る。

』
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結果および考察

1．季節的活動

1）捕集種類盾よび各種の帽対頻度

本調査で捕集したアブ類は，全部

で２属８種類，１‘１４８個体であったｃ

表一エは，各捕集種類の頭数と相対

頻度を示したものである。全捕集個

休数に対する相対頻度の最も高かった

種はホルートアブ．Ａ妙/0“ｓｈＯ”α”

で，相対頻度は６１．７％，次いでウ 2-1ＴｒａｐＡ

シアブ”6α押蛎か頑o"邸ｓ27.49を'』

キノシタシロフアブＺＺｆ６α"蝉

冷伽0s/戯αｆ２．９％，シロフアブ

”6α"婚が樺、如露２．２％，アカ

ウシアブ”6”ZZSdiがS”zjS１．８％』

ヤマトアブ”6”ｚｚｓｒ灘/Y嘩"s・お

よびギシロファブ･元6α"邸ｓ

”趣sagO”唯１．７％，キスジアブ

Z-汝6””ん〃”edfoibIgsO,６％の順

であった。したがって調査地におい
2戸２ＴｒａｐＢ

てホルバートアブとウシァブの２種
Fig.２．ＴｒａｐＡａｎｄＴｒａＰＢ．

が優占種であると云える。

この優占しているアブ類の種類については，同じ地区においても相違が見られる報告‘ｼがあり，
２z〉

調査時期，調査地点，捕集方法などIこより検討しなければならない。米津らは，愛媛県のアブ類

として６属25種を報告し，同県の五明牧場（本調査地の南東，距離約６A"の山間にある）では11種

を記載し，キノシタシロフアブの発生が最も多いとしている。なお,､高知県下では４属20種のアブ類

の分布を記載8,高知県畜産試験場では，クロメクラアブcA7ysQps〃"ic"sが最も多く，フタ

スジアブAか/0“姉沈α彫勿婚がこれに次いでいる。

２）捕集場所の違いによる捕集頭数の相違

表－１より，トラップＡとトラップＢを比較すると，捕集頭数でトラップＡばトラップＢより約

2.9倍多く，放牧地は畜舎周辺より多いことが知られた。このことは菖田ら'7》の結果とよく一致し
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Table１．Speciesandnumberofhorse-fliescaughtatthreedjfIerentplaces

Species

AlyｲojusAoγｼａｊｈｊ
ホルバートァブ

Ta6a施叫ｓｊγjgo”ｓ
ウシアプ

Ｔ・雌加oshifaj
キノシタシロフアブ

７.jrigemimZs
シロフアプ

Ｔ,chrys”ｕｓ‘
アカウシアブ

Ｔ,γu/jde"ｓ
ヤマトァブ

Ｔ､takasagoensjs
ギシロフアプ

Ｔ・んんjmediOides
キスジアブ

Total

Trap言Ａ

Ｎ Ｒ

286６１．４％

134２８．８

７１．５

１６３．４

２０．４

，５１．１

１６３．４

’n.aｐ－Ｂ

ＮＲ

8０５１．６

５６３６．１

５３．２

４２．６

５３．２

１０．７

３１．９

１０．７

Netcollecting

NR

34264.9

125２３．７

２２４．２

５０．９

１４２．７

１３２．５

６ １ ． １

Ｔｏｔａｌ

ＮＲ

７０８６１．７

３１５２７．４

３４２．９

２５２．２

２１１．８

１９１．７

１９１．７

７０．６

１１４８

Ｎ：Ｎｕｍｂｅｒｏ『ｉ『乱ivmualR：RelaliYGnumber

ている。また，トラップＡではキスジアプが捕集できなかった。ホルバートアブとウシアブはトラ

ップＡとトラップＢの間で捕集頭数に大きい差が見られた。捕集頭数の少ない種については，トラ

ップＡとトラップＢの間で相対頻度に若干の相違が見られたが，優占腫の順位に相違は見られなか

った。

３）捕集方法の違いによる相対頻度の相違

トラップによる捕集と牛体はらい取り法による捕集では，捕集条件が異っているため，捕集頭数

について比較することはできないので相対頻度により比較する。トラップ法と牛体はらい取り法と

の間では，優占種に相違は認められないものの，キスジアブは放牧地トラップで，ギシロフアブは

牛体はらい取り法で捕集できなかった。一方，トラジプＡと牛体はらい取り法では，両者とも放牧

地での捕集のため大きな差は見られなかったが，トラップＢとの間では，優占種２種の間で大きい

差が認められた。これは放牧地と畜舎入口の捕集で，立地条件の違いによるものと思われる。この

両者の捕集数の差は，捕集方法，捕集時間，またはトラップによる誘引力注に炭酸ガスであるのに

対し，牛体はらい取り法は炭酸ガスの他，動物の体色，体臭。動きなど他の醗引要因があるためと

考えられる。

４）捕集場所の違いによるアブ類の出現時期

表－２は捕集地別，季節別の各種アブの捕集個体数を示したものである。出現時期は，同一捕集

方法であるトラップＡとトラップＢについて比較すると，各アブ種ともトラップＡ，すなわち放牧

地での捕集は畜舎周辺より早い時期に捕集され，また遅くまで出現する。このことは長谷川ら3）の

述べている，地域により種職類構成や各種の発現割合に違いが見られるということと一致している。

-４７
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５）各種アブの季節的活動

各種アブの捕集頭数の時期別頻度は表－２に，気象条件との関係は図－３，１～２に示した。

Weather ①①●①①◎①①。◎ ①①①①◎①①①。◎◎①①

ｒＪｇｏｍ４ＳＴａ6a皿ｓｔ



osAjlai

①①●①①◎①①。◎①①①①◎①①①。◎◎①①

１２２３１２３０２０１２２２１１２２１０．２０２

アーーーーヘ
ダ ､
’、 ｒ－－－１グ

グ 、

、０
，６
，

帥
釦

０

ム ヘ

タ､'､

タ、'、

ﾀ$'$、少八
’ Ｌ 、 ’ Ｌ - － ' １Ｉノー、'

０ ’ 、 、 ノ１１、ざけ

Solarradjationintensity

（MJ/㎡/day）

辞、

ヂググク､＄
〆"､、

唖
劃
ｗ
Ｍ
Ｖ

Ｊ
〃
〃

、

８
、
、
、2８

３
２
１
０

T・lakasagoe71sis

１０

０2５

Airtemperature(℃）

釦
鳩

l２２Ｕ

Ｘ

１９２６２９１６型３０１０１５２２魂３１１１４１８２５１８１６２２２９

Ｄ ａｔ ｅ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

３－２.

Fig.３．Relationbetweenweathercondjtionandseasonalactivitiesofhorse-flies、

－５０－

Ｔ,Ａ師

Weather

Windspeed(m/sec）

Ｔ・chrys”“

/r~､雪堅

Ｎｕｍｂｅｒｏ（individual

ﾉ、
０

０

jde7zs

Ｔ、



アブ類の活動は，前述のごとく気温，日射量，降水量，風力などの気象的条件と関係のあること

''’8）
が知られている。そのため，アブ類の季節的活動および日周活動はこれらの気象的条件により

左右され，その上，調査年，調査月日，地域などによって特異なものとなる可能性が大きい。

本調査でのアブ類各種の季節的活動は次のとおりである。

ホルパートアブ……出現期間は，７月10日から10月２日までの85日間で，最盛期の９月上旬には

急激な個体数の増加が見られた。

ウシアブ……出現期間は，６月23日から９月29日までの99日間で，捕集された８種の中では最も

長い期間捕集された。最盛期の８月中旬には比較的多くの個体が出現する。

キノシタシロフアブ……出現期間は，７月１０日から９月29日までの82日間の長い期間中ほぼ平均し

て活動し，最盛期は明らかでないが８月中旬から下旬までと思われる。

シロフアブ…･出現期間は，７月22日から９月８日までの49日間で，最盛期は８月下旬と思われる。

アカウシアブ……出現期間は，７月１０日から８月18日までの40日間で，最盛期は７月下旬と思わ

れる。

ヤマトアブ…･･･８種の中で出現時期は最も遅く，８月１４日から９月16日までの43日間で，最盛期

は８月中・下旬であると思われる。

ギシロフアブ……出現期間は，７月15日から９月１６日までの64日間で，最盛期は８月中旬である。

キスジアブ……８種中出現時期が最も早く，その時期は６月９日から７月１０日までの81日間で，

出現期間が最も短い。最盛期は明らかでないが６月中旬と思われる。
１０）

アブ類の発生時期は，早Ⅱ|らによれば，地域的に見ると，東北地方と比較して西南暖地では，

盛夏期を境にしてそれ以前に発生する種類では，その発生時期がより早く，またそれ以後に発生す

る種類では，その発生時期がより遅い傾向があり，また発生期間についても種類により長短が見ら

れるとしており，東北地方と西南暖地で明らかな相違が認められる。一方，アブ類の季節的活動に

及ぼす気象条件の影響については，阿部ら'）は温度については未だ判明しておらず今後の調査が必

要であるとしている。本調査においては，高温の場合,､アブの活動は活発になる傾向であったが，

平均気温だけといった単一の気象条件のみでアブ類の活動を論ずることはできず，複数の気象条件

が複合的に関係しているものと思われる。

２．アブ類の日周活動

アブの種類別日周活動は表－３，１～３に示した。表３，３－３によると，１日の捕集頭数ば午前

より午後に多い。このことはトラップＡおよびトラップＢとも同様である。各種類間では，特にホ

ルパートアブ，ウシアブおよびギシロフアブはこの傾向が強い。反対にシロフアブは午前中の３時

間と午後６時間の間で同頭数捕集され，１時間当りは午前に多く捕集された｡キノシタシロフアブ，
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ヤマトアブおよびアカウシァブについては捕集頭数が少なく，日周活動の傾向を知ることができな

かった。

トラップの設置場所の違いによる日周活動の相違は，捕集頭数ではトラップＡはトラップＢより

約３．０倍多く，総頭数は４４４頭と１４９頭であった。時間帯では，一般にトラップＡおよびト

ラップＢとも午後に多く捕集され，トラップＡは１４～１７時に，トラップＢは１３～１６時にかげ

てピークが見られた。このことは，捕集頭数の多いホルバートアブおよびウシアブについて顕著で

あった。

この捕集頭数の相違は，トラップＡおよびトラップＢで，両者の標高差約２０ｍ，距離約４００

ｍで，気象条件に大きな差があるとは考えられず，トラップ設置瀦軒附近の建物，植物相，その他

立地条件の違いによるものと考えられる。

アブ類の種類別日周活動と気象条件との関係は，図－４，１～７に示した。

捕集頭数の多いホルバートアブでは，８月下旬から９月上旬にかけて次第に頭数を増す。その日周

活動は，午後にピークの見られるｌ峰性，あるいは午前と午後，および午後のみに見られる２峰性
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があって一定していない。９月８日捕集の場合は，午前と午後で明らかな２峰性を示している。し

かし８月16日捕集の場合は，頭数が少なく明らかな日周期が見られなかった。

ウシアブでは，８月１４日および８月18日の捕集頭数は他の捕集日のものより多く，前者は午後に

活動し，後者は午前と午後で２峰性を示した。８月25日以降の調査日の捕集頭数は少ないか，また

は９月８日の場合では全く捕集されず〆明らかな日周活動の特徴が見られなかづた。－

他の種類については，捕集頭数が少なく，日周活動を明らかにすることができなかった。

調査期間中における気象条件については，平均気温，日射量,､風速について扱ったが，８月１１日

の雨天の日を除いて他の調査日では概ねアブ類の活動は気温によって影響され，高温時に活動する
、

傾向が見られた。

ｌ）

アブ類の日周活動と気温の関係1こついては，阿部らによれば，日周活動は概して気温および日

射量の増減に比例しており，活動の山は普通気温および日射量の最高時刻に一致するが，夏季の高
１）

温高日射には活動が阻害されるとしている。まﾒﾆ，阿部らは，一般に大型のアブ類の活動は，気

温が25℃以上において活発であり，この温度以下になると不活発になる傾向を認め，活動の限界温

度は種類により，また季節により異なるとしている。一方,Inaokal3)は，気温に対するアブの反応
4,7ｙ

は複雑であり，すべての種で16℃以下では不活発になるとし，早Ⅱ|らは，気温22℃以上で活動

は漸増するとしている。

本調査でも上記とほぼ同梯の傾向が認められ，各種とも気温20℃以上で活発に活動するが，気温

のみが必らずしもアブ類の活動を活発にするとは限らないことを推測した。

日射量とアブ類の活動の関係については，明らかな関係は見られなかったが,Inaokals)は，日射

に対するアブ類の反応は複雑であるとしている。

風速とアブ類の活動の関係については,風速4～５％以上でアブ類の活動は減少することが

認められた｡早川らによれば，日別の寄生変動は風速4鷺以上で著減するとし,黒崎§.'は，
４）.

吸血昆虫は風力が大であるとき↓ま襲来するアブ類は少なく，風力が小であるときは多くなるとして

いる。

摘 要

愛媛県北条市の愛媛大学農学部附属農場において，1982年４月下旬から10月中旬までの６ヶ月間

にかけて，炭酸ガス誘引によるトラップと牛体はらい取り法によりアブ類を捕集し，種類，季節的

活動および日周活動を調査した。

１．補集された種類は２属８種で，ホルパートアブ，ウシアブ，キノシタシロフアブ，シロフア

ブ，アカウシアプ，ヤマトアブ，ギシロフアブおよびキスジアブで.あった。

５８



２．出現期間は，ホルパートアブが７月10日から１０月２日までの85日間，ウシアブが６月23日か

ら９月２９日までの９９日間で最長であった。最短はキスジアプで６月９日から７月10日までの31日間

であった。最盛期は，ホルバートアプが９月上旬，ウシアブが８月中旬であった。

３．アブ類全体の捕集数は，畜舎周辺より放牧地が多かった。

４．日周活動はｌ峰性或いは２峰性を示し，午後に多く捕集された。
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２０)長島義介，早川博文（１９７７）吸血性アブ類の被害とその研究．新潟の自然３：２８３－

２９６．

２１)佐藤稔，小野泰正，柳川進，根白石農協（１９６２）放牧牛の外部寄生虫に関する研究．

１．根白石農協直営放牧場における外部寄生虫の実態および牛の品種，体躯部位と寄生状態と

の関係に関する研究（第１報）．宮城県農業短期大学学術報告１０：６９－７２．

２２)米津晃，諏訪直一，田川勇治（１９８０）愛媛県下におけるアブ科の発生実態．四国虫報

２５'：１３８～､１３９．

６１



Ｓｕｍｍａｒｙ

Seasonalanddiurnalactivitiesofhorse,fliesweresurveyedintheExperimeｎｔａｌ

ＦａｒｍｏｆＥｈｉｍｅＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ,ｆｒｏｍＭａｙ２６ｔｏＯｃｔｏｂｅｒ２０ｉｎｌ９８２・Horse字flieswere

collectedbytwomethods,．ｉ、ｅ､，ＣＯ２ｔｒａｐａｎｄｉｎｓｅｃｔｎｅｔ，ｗｈｉｃｈｗｅｒｅｕｓｅｄｆｏｒ

ｆｌｉｅｓｇａｔｈｅｒｉｎｇａｒｏｕｎｄａｃｅｒｔａｉｎｃｏｗ．

、Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｂｔａｉｎｅｄａｒｅｓｕｍｍａｒｉｚｅｄａｓｆｏｌｌｏｗｓ：

１．EightspeciesbelongingtotwogenemweIecollected・Ａｍｏｎｇｔｈｅｍ，“ｙ/〆zzs

ho7zﾉα"zjwasmostabundant，occupying61,7％oftotalindjvidualcensusedTa6”z4s

rγjgo”s(27.4％)ｗａｓｎｅｘｔｔｏＡ､ﾉzoγzﾉα”，丁.'と師0sﾉz〃αi(2.9％）Ｔ,〃igg流z”ｓ

(2.2％)，Ｔｃﾉzがsz"z‘s(1.8％),．、γz"泡”s，Ｔｊα“sロムme刀sis(1.7％）ａｎｄ盃/泌/り”diOj"ｓ

(0.6％）weTecompamtivelyfew，

２．Afy/〆麺ﾉiomafhiappearedfor85dayｓｆｍｍＪｕｌｙｌＯｔｏＯｃｔｏｄｅｒ２，ａｎｄtheactivity

peakwaseadySeptembe砿TtrigonusappeaIEdfor99daysfmmJune23toSeptember

29，anditsactivitypeakwasmidAugust・訳／iz/"jｸ?zgぴioj雄ｓｄｉｄｆｏｒ３１ｄａｙｓｆｍｍＪｕｎｅ

９ｔｏＪｕｌｙｌＯ、

３．‘Manyhorse-flieswerefoundonthepasture，ａｎｄｆｅｗａｍｕｎｄｔｈｅｐｅｎ、

４．Diumalactivityofhorse-fliesshｏｗｅｄｏｎｅｐｅａｋｏｒｔｗｏｉｎｔｈｅｄａｙｔｉｍｅ，andhorse-flies

weにmolecollectedintheaftemoonthaninthefoIenoon．

６２




